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[bookmark: _GoBack]　　　「歯車用鉄鋼材料の適正且つ効率的な評価手法の開発」
平成31年度（令和元年）事業報告

ＪＧＭＡＴＥプロジェクト運営委員会
委員長　　池滝　重隆

平成28年度にスタートした本事業は、機械装置の性能を支える歯車用鉄鋼材料の品質を効率的に且つ適正に評価できる新開発の検査装置を基に実使用鋼材のフィールドでの有用性を担保、確立するための新評価法確立と合わせて、本評価法を日本製の機械装置の性能向上と鉄鋼品質安定化に寄与し、国際競争力を高める強力な武器とすることを目的に、将来の新ＪＩＳ規格原案作成をめざした活動を継続してまいりました。
４年目の平成31年（令和元年）度は昨年度に引き続き、ＪＫＡ補助事業の認可を頂き、総額12,000千円（補助金8,999千円、自己負担金3,001千円）の予算を計上しました。
本年度は、昨年度に発足しましたＪＧＭＡ規格「歯車用鋼材の硬さ分布の多点測定法とその評価」制定委員会を中心にＪＧＭＡ規格制定を進めてまいりました。
本規格制定委員会は、委員長の（公財）応用科学研究所　京都大学名誉教授　久保様をはじめ、関係諸団体からの有識者の方々にご参画いただき、活発な議論、情報交換を行い、ＪＧＭＡ標準化委員会の審議決裁を経て、３月にはＪＧＭＡ規格として発行する予定です。
また、昨年度製作しました超多点自動硬度測定装置を活用し、会員企業様並びに関係企業様が実使用しております鋼材の測定評価サービスを実施しました。鋼材サンプルをご提供いただき、この場を借りて厚く御礼申し上げます。来年度も引き続きご活用いただきたくお願い申し上げます。
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